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プログラム点検書・審査報告書の種類と
文書のMS-EXCELファイルの構成

■プログラム点検書（実地審査前）
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■プログラム点検書（実地審査前）【審査員記入用】

■プログラム点検書（最終面談時）
■プログラム点検書（実地審査後）
■審査チーム報告書

■分野別審査報告書 〔分野別審査委員会が作成する〕

■最終審査報告書 〔認定・審査調整委員会が作成する〕

EXCELファイル：プログラム点検書（実地審査前）

EXCELファイル：プログラム点検書(実地審査前)【審査員記入用】

EXCELファイル：プログラム点検書・審査報告書

①

②

③

★審査チーム内での使用に限定し、プログラム運営組織へは渡さない。
★不使用や改変使用などは、審査チームで自由に判断する。①、②および③が

それぞれ一つの
EXCELブック
に対応する

〔審査チームが作成する〕
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審査の流れと審査チームが作成する文書(通常審査の場合)

認定申請(プログラム運営組織)
審査チームの選定（審査チーム派遣機関）
自己点検書の受領と精査〔書面調査〕

 プログラム点検書（実地審査前）【審査員記入用】

2週前まで プログラム点検書（実地審査前）

９月中旬～ 実地審査〔遠隔調査、訪問調査、最終面談〕
11月第2週 プログラム点検書（最終面談時）

総括報告文

1週以内 追加説明書（プログラム運営組織）
2週以内 プログラム点検書（実地審査後）
4週以内 異議申立書、改善報告書（プログラム運営組織）
6週以内 審査チーム報告書

その後 分野別審査報告書、最終審査報告書
   認定可否、不服申し立て

• 審査チーム内使用に限定す
る（プログラム運営組織へ
は渡さない）。

• 使用・不使用は任意である。
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審査の流れと審査チームが作成する文書(書類審査の場合)

認定申請(プログラム運営組織)
審査チームの選定（審査チーム派遣機関）
自己点検書の受領

    プログラム点検書（実地審査前）【審査員記入用】

プログラム点検書（実地審査前）
（実地審査関連項目の記入は不要である。）

書類審査 プログラム点検書（実地審査後）
提出日

2週以内 異議申立書、改善報告書
（プログラム運営組織）

4週以内 審査チーム報告書

その後 分野別審査報告書、最終審査報告書
  認定可否、不服申し立て

• 審査チーム内使用に限定す
る（プログラム運営組織へ
は渡さない）。

• 使用・不使用は任意である。

注：書類審査は実地審査を含
まないが、通常審査の文
書との共通化のために当
該名称を用いている。
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プログラム点検書の種類と使用

審査の効率化と質向上のために、審査の各段階で用いる4種類のプログ
ラム点検書を準備している。

• プログラム点検書（実地審査前）【審査員記入用】
- 審査チーム構成員の意見収集用のチーム内部資料である。
- 審査チームの全構成員が個々に作成し主審査員に提出する。
- 使用の可否は審査チームの自由であり、受審プログラムへは送付しない !!

• プログラム点検書（実地審査前）
- 上記の【審査員記入用】で収集した情報を集約し主審査員が作成する。
- プログラム運営組織も必要な情報を提供する。
- 実地審査まで使用する資料（判定は行わず、自由に記載する。）

• プログラム点検書（最終面談時）
- 主審査員が作成して、最終面談の前にプログラム運営組織に送付し、

 最終面談で主要な個所の説明を行う。

• プログラム点検書（実地審査後）
- 最終面談を実施した後に主審査員が作成し、プログラム運営組織に送付する。
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プログラム点検書の入手とMS-EXCELの使用

6

JABEEのWebサイト（HOME＞認定・審査＞受審と審査に必要な文書
類＞審査関連書類）からダウンロードする。

https://jabee.org/accreditation/basis/examination_doc/

• 審査チームの必須条件：
- Microsoft EXCELを保有・利用する。

• 主審査員の必須条件：
- 携帯型のPC（Personal Computer）を使用する。
- 必要に応じ、上記のPCを訪問調査に携帯する。
- Microsoft EXCELの使用に習熟する。

• 点検結果を記入した関係ファイルの授受
- 原則としてJABEEメンバーページを介して行う。
- やむをえず電子メールに添付する場合には、パスワードで保護し、

別メールでパスワードを知らせる。
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I. プログラム点検書（実地審査前）

プログラム点検書（実地審査前）
【審査員記入用】

実地審査前
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自己点検書の入手から実地審査までの工程で使用する。
審査チームとプログラム運営組織の間の連絡内容の明文化と連絡方法の統一化により、互いの認
識の齟齬をなくし、審査を円滑に進めることを目的としている。

• 自己点検書に基づく調査結果を記録し、点検項目ごとに補足資料が必要
かどうかを明確化する。

• 自己点検書や補足資料に基づく調査結果を点検項目ごとに記録し、プロ
グラム点検書（最終面談時）を作成する際の情報源となる。

• 実地審査の実施内容や実施日程を決めるための情報源となる。

• 審査団と受審校の間の円滑な連絡手段である。

• 審査団の内部で情報を共有するための有効な手段である。

• 審査の情報や日程を管理するための補助手段である。

プログラム点検書（実地審査前）は審査の最終目的物ではないので、
審査の状況に応じて、記入の方法や内容を自由に決めてよい。

プログラム点検書（実地審査前）の目的
実地審査前
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シート名 審査団長や主審査員の作業

使用法 内容を熟読する。

基本事項 初期設定事項を記入する。

標準工程表
実地審査の日程が決定したら記入
する。

未確認事項と手配依頼
審査団構成員の意見を集約し、プロ
グラム運営組織に送付する。

プログラムからの返答書 内容を審査団構成員と共有する。

実地審査計画書
実地審査の実施内容を整理し、時間
等を管理する。

9

基本事項は機密情報であり取り扱いに注意する。

プログラム点検書（実地審査前）の構成
実地審査前
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プログラム点検書(実地審査前)【審査員記入用】の構成

シート名 審査チーム構成員の作業

使用法 全構成員が熟読する。

未確認事項と手配依頼

自己点検書に基づき、全審査項目を点検し、確
認できた事項、未確認事項、必要な補足資料、
実地審査で確認する資料などをまとめ、期日
までに主審査員に提出する。

10

実地審査前

• プログラム点検書(実地審査前)【審査員記入用】は、副審査員や審査研修員
が自己点検書を調査した結果を主審査員に効率的に集約する手段として
用意されている。

• 主審査員は収集した結果を機械的に統合するのではなく、よく吟味し、プロ
グラム点検書(実地審査前)に簡潔にまとめる。

• 本様式の使用・不使用は、審査チームが判断する。

受審校やプログラム運営組織に本様式を送付しない !!
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主審査員による準備作業 - 「使用法」の熟読
実地審査前

「使用法」
シート

複数の審査チームで構成される審査団では、主審査員は
審査団長と連携して作業を進める。



© JABEE 2006-2025

• 「基本事項」シート
- プログラム情報、審査チーム構成、JABEE対応責任者、プログラム責任者、その他
- 「基本事項」のシートはプログラム点検書・審査報告書の「基本事項」のシートと同一の形式や内容で

あり、記入済「基本事項」シートをプログラム点検書・審査報告書にシートごとコピーして利用できる。
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主審査員による準備作業 - 「基本事項」の記入
実地審査前

受審校情報や審査
員情報は外部に漏
らさない。

原則として、黄色のセルに

記入する。

• 「高等教育機関名」にはプログラム
が所属する一連の上位組織を記
入する。
例えば学科名とプログラム名が同
一の場合には、「ｘｘ大学ｘｘ学部」
までを記入する。
学科内の「ｘｘコース」がプログラ
ム名の場合には、「ｘｘ大学ｘｘ学部
ｘｘ学科」までを記入する。

• 学校名は「××法人」や「××機構」
などを省略し、「××大学」や「××
高等専門学校」などの名称が先頭
になるように記入する。

前回審査の種類と実施年度
を忘れずに記入する！

前回審査の種類、実施年度および審査結果は、メンバー
ページの審査チームのボードにアップロードされている。
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• 実地審査の日程が決定したら、主審査員は右上にある緑色のセルに実地
審査（遠隔調査）の開始日の日付を入力する。
例）9月25日ならば ９/２5または9.２5と入力する。

• 上記の入力により、標準的な作業日が自動的に計算され、表示される（日
程を確保するための目安）。

自動的に日付
が表示される。

主審査員による準備作業 -【標準工程表の作成】

このセルに実地審査
の開始日を入力する。

実地審査前

審査団長と連携して作業する



© JABEE 2006-2025

• 主審査員は「使用法」シートを熟読する。
• 審査チーム構成員ごとに異なる審査員記号（A, B, X, ・・・等）を割付ける。
• 未確認事項や手配依頼シートなどの審査員記号カラムに当該の審査員記号を

記入するように、各審査員に指示する。
• 自己点検書の入手後、直ちに審査チーム構成員に関係ファイルを配布する。

審査員記号や番号でソートしたりフィルタをかけること
により、構成員や点検項目ごとの判断を抽出できる。

全構成員は自身の審査員記号を入力する。

主審査員による準備作業 -【審査員記入用】の作成指示
実地審査前

14

使用しない場合には、主審査
員が作業の方法を指示する。
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[目的]
自己点検書による点検結果を不明点も含めて記載する。

• 審査チームの全構成員が使用し、主審査員が意見集約に活用するプ
ログラム点検書（実地審査前）【審査員記入用】と、プログラム運営組織
へ送付するプログラム点検書（実地審査前）の二つがある。

[記入項目]

• 自己点検書で確認できた基準項目の要求事項とその根拠

• 確認できない基準項目の要求事項

• 実地審査の前に入手を希望する補足資料

• 実地審査で確認する資料

• 実地審査での説明者や面談対象者と面談内容

15

「未確認事項と手配依頼」シート － 目的と項目
実地審査前
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• 審査チームの全構成員が自己点検書を調査し【審査員記入用】を作成して主
審査員に送付する。（実地審査の開始日の8週間程度前）。
（全審査項目を網羅したかどうかを「チェック」欄で確認する。）

• 主審査員は、全構成員から送付された調査結果をよく吟味し、見識に基づ
き、プログラム点検書（実地審査前）の「未確認事項と手配依頼」シートにま
とめ、全構成員の意見を調整する（2週間程度で完了させる）。

• 主審査員は「未確認事項と手配依頼」シートに記入したプログラム点検書（実
地審査前）をプログラム運営組織に送付する（送付の期日を厳守する）。
★請求する補足資料に「補足資料番号」を付ける。
★補足資料の提供を依頼する。（遅くとも 実地審査の開始日の6週間程度前）。
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「未確認事項と手配依頼」シート－ 手順
実地審査前

[注] 以下の日程はあくまでも目安であり、状況により主審査員の判断で変更できる。
 ただし、プログラム運営組織の作業に影響する日程の変更については、プログラム運営組
織と十分に協議する。
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「未確認事項と手配依頼」シート－ 内容
実地審査前

あらかじめ自己点検書の関連部分の内
容を記載（転記）しておけば、以後の作
業を効率化できる（使用・不使用は、審
査チームが自由に判断する。）

自己点検書の書面調査により以下の事項を明確にし、
プログラムへの依頼事項をまとめる。
・確認済事項と未確認事項
・実地審査前に入手を希望する補足資料
・実地審査や訪問調査で確認する資料
・面談対象者と面談内容
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未確認事項と手配依頼に対するプログラムからの回答は以下の項目からなる
（ 「プログラムからの返答書」シートに記入して回答する）。

• 自己点検書の読み落としや解釈の誤りなどの指摘
• 補足資料の準備状況や準備予定状況（どのような資料をいつ頃準備できる）
• 遠隔調査や訪問調査で確認が可能な資料
• 遠隔調査や訪問調査における説明者や面談対象者の候補
• 主審査員は実地審査（遠隔調査）の開始日の4週間程度前までに回答するよ

う依頼する

「プログラムからの返答書」シート－ プログラム運営組織の記入
実地審査前

18
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主審査員はプログラムからの返答書に基づき、「実地審査計画書」に以下の項目を
記入する。

• 自己点検書および事前に送付を受けた補足資料では確認できない基準の要
求事項

• 遠隔調査や訪問調査で確認する資料

• 遠隔調査や訪問調査での説明者あるいは面談対象者と面談内容

• 作業見込み時間

• 作業番号

19

「実地審査計画書」シート － 内容
実地審査前
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• 主審査員は実地審査計画書案を作成する
（実地審査の開始日の4週間前〜3週間前 ）。

• 主審査員は、審査チーム構成員に上記の案を提示して意見を求め、
実地審査計画書を完成させる（実地審査の開始日の3週間程度前）。

• 主審査員は、実地審査の日程を確定し、審査チーム構成員や審査チ
ーム派遣機関に通知する。

• 主審査員は、実地審査計画書に基づき、実地審査の詳細な日程表を
作成し、プログラム運営組織や審査チーム構成員と最終的な確認を
行う。

• 主審査員は、緊急時の連絡手段について、プログラム運営組織や審
査チーム構成員と相談する（実地審査の開始日の2週間程度前まで）。
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「実地審査計画書」シート － 手順
実地審査前
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II. プログラム点検書（最終面談時）
および総括報告文の作成

最終面談時
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プログラム点検書(最終面談時)

• プログラム点検書（実地審査後）～最終審査報告書と同一のEXCEL
ブック内に収容している（本ブックをまとめて「プログラム点検書・審査
報告書」と呼ぶ）。

• プログラム点検書（実地審査前）に基づき、主審査員が作成する。

• 表紙に記入する事項
– 審査年度前年度修了生の同一性確認結果

・ 新規審査において、「認定・審査の手順と方法」 の「2.5.1 認定の
有効期間」の記述に従い、プログラム運営組織が審査年度の前年度
からの認定を希望している場合に確認結果を記入する。

– 他の情報は「基本事項」シートから自動転記される。

• 最終面談の前に、プログラム運営組織に送付する。

最終面談時
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主審査員の責任で行う初期設定  (1/4)

(1)「基本事項」シートへの記入
– プログラム情報
– 審査チーム構成
– 高等教育機関のJABEE対応責任者、プログラム責任者
– 報告書等提出日・受領日（審査の進行に合わせて順次記入する）

注：プログラム点検書（実地審査前）の「基
本事項」と同一の内容なので、同シート
をシートごとコピーして流用できる。

プログラム点検書・審査報告書

23

黄色のセルに記入する。

受審校情報や審査
員情報は外部に漏
らさない。

前回審査の種類と実施年度
を忘れずに記入する！

• 「高等教育機関名」にはプログラム
が所属する一連の上位組織を記
入する。
例えば学科名とプログラム名が同
一の場合には、「ｘｘ大学ｘｘ学部」
までを記入する。
学科内の「ｘｘコース」がプログラム
名の場合には、「ｘｘ大学ｘｘ学部ｘｘ
学科」までを記入する。

• 学校名は「××法人」や「××機構」
などを省略して、「××大学」や
「××高等専門学校」などが先頭に
なるように記入する。
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(2)「審査項目と前回審査の結果」シートへの記入

① 「前回新規・継続審査の判定」には、当該プログラムが過去6年以内に受けた新規審査また
は認定継続審査の結果を記入する。今回審査が新規審査の場合には記入の必要はない。

② 「前回が中間審査の場合その判定」には、上記の①に加えて、前回審査が中間審査の場合
に当該結果（審査した項目のみ）を記入する。
注：前回が再審査の場合には、判定結果は「中間審査の判定」欄に記入する。

主審査員の責任で行う初期設定  (2/4)
プログラム点検書・審査報告書

• 前回が中間審査の場合には、左の欄
に加えてこの欄に中間審査の結果を
記入する（前回が新規審査または認
定継続審査の場合には空欄とする）。

• 前回中間審査の審査項目ではない
点検項目は空欄とする。

前回の新規審査または認定継続審査

の結果を記入する（前回が中間審査の

場合には、その前の新規審査または認

定継続審査の結果を記入する）。
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(3) プログラム点検書（最終面談時）表紙の確認
：審査チーム報告書以降も同様

– 実地審査（遠隔調査／訪問調査／最終面談）実施日
– 作成責任者氏名

主審査員の責任で行う初期設定  (3/4)

「基本事項」から自動転記される
「基本事項」の記入漏れや誤記に注意する！

プログラム点検書・審査報告書

25
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(4) 「行動記録」シートへの記入

– 実地審査前
– 実地審査
– 実地審査後

その都度記入すると、日程管理

が容易になる。

「実地審査前」と「実地審査後」の
欄には、重要な作業に対する項目
が記載されている。

主審査員の責任で行う初期設定  (4/4)
プログラム点検書・審査報告書
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プログラム点検書(最終面談時)（表紙）
最終面談時

審査年度前年度修了生の同一性確認結果の記入（新規審査のみ）

新規審査において、「認定・審査の手順と方法」
の「2.5.1 認定の有効期間」の記述に従い、プ
ログラム運営組織が審査年度の前年度からの
認定を希望する場合には、前年度修了生に関す
る確認結果を記入する。
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• 主審査員は審査チーム構成員に対し、プログラム点検書（実地審査前）の
点検結果に関する根拠や指摘事項についての意見を求める。
（実地審査の開始日の2～3週間前に、当該意見を主審査員に送付する。）

• 主審査員は審査チーム構成員の意見を勘案し、見識に基づき、プログラム
点検書（最終面談時）の点検結果に関する根拠や指摘事項を整理し、実地
審査実施前の素案を作成する。

• プログラム点検書（最終面談時）の上記素案の内容は、審査チーム構成員
の間で共有し調整する。

• 点検項目の「根拠」や「指摘事項」の欄には、自己点検書や補足資料の根拠
の箇所や当該根拠に基づく判定の理由を簡潔に要点を漏らさず記載する。

「審査結果と指摘事項」の作成  (1/5)
最終面談時
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「審査結果と指摘事項」の作成  (2/5)
最終面談時

点検項目や点検大項目の判定（S、W、D）をリストから選択する。

指摘事項欄には、以下の内容を記入する。
S判定の場合：
特筆すべき点や改善が望まれる点などがあれば記入し、
なければ丸括弧付きの「(なし)」と記入する。
ただし、中間審査の場合には、必ず結果を記入する。

W判定やD判定の場合：
判定の理由や改善が必要な点などを必ず記入する。

根拠欄には、判定の根拠となる文書の
該当箇所、実地審査で閲覧した資料の
名称、面談の種類などを記入する。
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• 「S」 (満足)

– …により、～に改善が望まれる。

• 「W」 (弱点)
– …により、～が十分でなく、改善が必要である。

• 「D」 (欠陥)
– …により、～について基準に適合していない。

• 「-」 (非該当)
– …により、審査対象に該当しない。

プログラム運営組織が解釈を誤る記述や、分野別審査委員会委員等
の審査結果の調整審議を行う関係者が誤解する記述をしない !!

「S」の場合には、特筆すべき点や改善の望まれる点などが
あれば記入し、なければ丸括弧付きの「(なし)」と記入する。

S､ W､ Dに対応する「指摘事項」欄の文末表現

「審査結果と指摘事項」の作成  (3/5)

改善の指摘がある場合には、以下のように記入する。
中間審査の場合には、結果（～により基
準に適合している 等）を必ず記入する

最終面談時

中間審査において、審査項目以
外の点検項目の判定欄は「-」で
はなく空欄とする。
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「審査結果と指摘事項」の作成  (4/5)

「点検大項目」の指摘事項欄には、原則として、上記
以外の内容は記載しない。

「点検大項目」の判定は、当該点検大項目下の点
検項目の最も低い判定に一致させる。

「点検大項目」の判定を、当該点検大項目下の点検
項目の最も低い判定よりも上位の判定とするのが
妥当と判断する場合には、当該の意見と理由を記
入する（点検大項目の判定は変更しない）。

「点検大項目」の根拠欄は記入不要である。

点検大項目

最終面談時
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• 確認できた事実に基づいて判定し、予断等に基づく不適切な「上位の
判定（甘めの判定）」をしないよう留意する。
（審査の進展にともない、新たな根拠に基づく上位方向への判定の修
正は容易だが、下位方向への判定の修正は困難であるため。）

• 点検大項目の判定は、当該点検大項目下の点検項目の最も低い判定
に一致させる。ただし、何らかの理由により、上記の原則に基づく点検
大項目の判定よりも上位の判定とすることが妥当であると判断される
場合には、当該の意見と理由を指摘事項欄に明記する（ただし、点検
大項目の判定は当該点検大項目下の点検項目の最低判定に一致させ
たままとする）。

「審査結果と指摘事項」の作成  (5/5)
最終面談時
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• 「審査結果と指摘事項」シートの記入例が「審査結果と指摘事項の記入例」
シートに記載されているので参照する。

審査結果と指摘事項の記入例
最終面談時
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実地審査前の最後の作業

• 主審査員は、プログラム点検書（実地審査前）に基づき、プログラム
点検書（最終面談時）の素案を作成する。

• 主審査員は、実地審査の前に、上記の素案を審査チームの構成員
に周知し、実地審査を効率よく実施できるように配慮する。

• 主審査員は、最終面談で読み上げる総括報告文の草案を準備し、
同草案の内容を副審査員と共有する。

• 以上の作業を実地審査開始日の3週間〜1週間前に行う。

34

実地審査前の十分な準備が審査の質を左右する！

最終面談時
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• 実地審査の調査結果に基づき、プログラム点検書(最終面談時)の
素案に修正・加筆を行い、同プログラム点検書を完成させる。

• 最終面談の前にプログラム点検書(最終面談時)の完成版をプロ
グラム運営組織に（メンバーページを介して）送付する。

プログラム点検書(最終面談時)の完成 
最終面談時

（注意）

• プログラム点検書(最終面談時)は、最終面談の前にプログラム運営組織が
関係者に配布し、内容を確認できる時間を考慮して送付する。

• 送付するプログラム点検書(最終面談時)は、当該表紙のシートと根拠欄や
指摘事項欄のシートをPDF形式に変換して結合した電子ファイルである。
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総括報告文の作成（通常審査のみ）

• プログラム運営組織には送付せず、最終面談で読み上げる。

• 認定の可否には触れない。

• プログラム点検書(最終面談時)の主要な要点のみを記載する。

• プログラムの特記すべき優れた点について記載する。

プログラム点検書（最終面談時）には当該内容の記入欄はないが、プロ
グラム点検書（実地審査後）には当該内容の記入欄があるので、後者の
記入欄の内容と矛盾しないようにする。

• 総括報告文は、以下の内容を含むのがよい。

ｰ 教育機関への謝辞

ｰ プログラムの優れた点

ｰ 点検結果（特にWやDと判定した審査項目に関する主要な事項）

ｰ 今後の手続き（追加説明書を１週間以内に提出することが可能等)
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III. 実地審査以降のプログラム点検書
／審査報告書について
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追加説明書（通常審査のみ）

プログラム運営組織が、プログラム点検書（最終面談時）の内容に
対して事実誤認等があると判断し追加説明書を提出した場合には、
主審査員は、必要に応じて副審査員と協議のうえ、プログラム点検
書（最終面談時）と追加説明書を勘案し、プログラム点検書（実地審
査後）を作成する。

追加説明書の取り扱いの内容については、プログラム運営組織に
回答しない。
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プログラム点検書（実地審査後）

• 主審査員が、プログラム点検書(最終面談時)に基づき、追加説明書が提出され
た場合には当該内容を勘案して作成する。

• 表紙に新たに記入する主な事項
– 審査チームの所見

判定結果と各項目で示すことのできない事柄、例えば
• プログラムの特に優れているところ：

プログラムの特長をさらに伸ばすための示唆

• プログラムの主要な問題点：
プログラムの問題にかかわる原因の所在や同原因の波及についての
総括的な説明

• プログラム運営組織と審査チームで判定に関して見解の相違が残った事
項の有無：「なし」または「あり」を選択し、「あり」の場合は内容を詳述する。

• 通常審査では実地審査後2週間以内に作成し、書類審査では書類審査提出日ま
でに作成して、プログラム運営組織、審査チーム派遣機関、分野別審査委員会お
よびJABEEに送付する。
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プログラム点検書（実地審査後）- 表紙

審査チームの所見を記入する。

記載する内容を
吹出表示する。黄色欄以外の欄は「基本事項」や「プログラム点検書

（最終面談時）」のシートから自動転記される。

見解の相違が残った場合
に、その内容を記入する。

見解の相違の有無を選択する。
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プログラム点検書（実地審査後）- 審査結果と指摘事項

「最終面談時」と同形式

他のシートから「根拠」や「指摘事項」の内容
を転記する際には、対応する点検項目を間違
えないよう注意する！！

「点検大項目」の判定は、当該点検大項目下の点
検項目の最も低い判定に一致させる。

「点検大項目」の指摘事項欄には、原則として、上記
以外の内容は記載しない。

「点検大項目」の判定を、当該点検大項目下の点検
項目の最も低い判定よりも上位の判定とするのが
妥当と判断する場合には、当該の意見と理由を記
入する。（点検大項目の判定は変更しない）。

「点検大項目」の根拠欄は記入不要である。
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異議申立書や改善報告書への対応も必要

• 主審査員は、異議申立書や改善報告書の内容に疑問がある場合には、
必要に応じてプログラム運営組織に問い合わせることができる。

• 異議申立書や改善報告書の取り扱いの内容については、プログラム運
営組織に回答しないが、分野別審査委員会や認定・審査調整委員会で
の審議および最終審査報告書への記載のために、異議申立書や改善
報告書の内容と判定にかかわる判断を審査チーム報告書の「指摘事
項」欄に記載する。

– 改善報告書の場合には、当該の改善が審査時点の最終学年の履修生に
どのように影響するかなど、改善の実効性に留意する。
（「改善計画」のみの場合には、原則として、審査結果に影響しない。）
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審査チーム報告書（1/2）

• 主審査員がプログラム点検書（実地審査後）と提出された改善報告
書や異議申立書（あれば）に基づき作成する。

• 新たに記入する主な事項

– 異議申立書提出期限後もプログラム運営組織との見解の相違が残っ
た事項の有無

• 異議申立書の提出によりプログラム点検書（実地審査後）の同欄
の記述が変更になる場合には変更後の内容、そうでない場合には
同じ内容を記入する。

– プログラム点検書（実地審査後）に対するプログラム運営組織の対応
• 異議申立書・改善報告書と同文書に対する処置

– 総合評価
• 認定の可否と認定可の場合の有効期間・認定開始年度
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審査チーム報告書（2/2）

• 実地審査後6週間以内（通常審査の場合）または
プログラム点検書（実地審査後）提出後4週間以内（書類審査の場合）
に作成する。ただし、分野別審査委員会が期日を指定した場合には、
当該期日までに作成する。

• 審査チーム派遣機関、分野別審査委員会およびJABEEに送付する。

※ プログラム運営組織には送付しない！

– プログラム運営組織には、関係審議による正式な「認定の可否」がJABEE
から通知される。

※ 認定の可否に影響する審査結果や指摘事項をプログラム点検書（最終面談時）、
プログラム点検書（実地審査後）および審査チーム報告書に漏れなく記載し、
分野別審査委員会と認定・審査調整委員会に審議のための正確な情報を渡す
ことが、審査チームの重要な役割である。
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審査チーム報告書 - 表紙

プログラム点検書（実地審査後）に対する異議申立書・
改善報告書の内容と当該内容に対する処置を記入する。

プログラム点検書（最終
面談時）と同様である。

総合評価（認定可否、認定有効
期間、認定開始年度を記入する)

有効期間を「その他」とした場
合には、当該内容を記入する。

判定に関する見解の相違
が残った場合に記入する。

異議申立書提出期限後の見解
の相違の有無を選択する。
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審査チーム報告書 - 審査結果と指摘事項

「点検大項目」の指摘事項欄には、原則とし
て、上記以外の内容は記載しない。

「点検大項目」の判定は、当該点検大項目下の点
検項目の最も低い判定に一致させる。

「点検大項目」の判定を当該点検大項目下
の点検項目の最も低い判定よりも上位の判
定とするのが妥当と判断する場合には、当
該の意見や理由を記入する（点検大項目の
判定は変更しない）。

他のシートから「根拠」や「指摘事項」の内容
を転記する際には、対応する点検項目を間違
えないよう注意する！！

「点検大項目」の根拠欄は
記入不要である。
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プログラム点検書・審査報告書の記入上の注意(1/10)

• 記入用EXCELファイルは、必ず審査年度のものを使用する。
- 「使用法」シートに適用年度が記載されている。

• 記入用EXCELファイルの書式は改変しない。
- 行や列の追加や削除は行わない。行幅の拡大は行ってもよい。
- フォントは変更しない（セル内に収めるためにフォントサイズを

小さくするのは必要なセルに限り行ってもよい）。

• 記入方法の規則を守る。
- 黄色セルにのみ記入する（黄色セル以外は保護されている）。
- セルにメモがある場合（セル右上に マーク）には、当該セルに

カーソルを合わせるとメモが表示されるので、当該内容に注意する。
- リスト選択を行うセルをクリックすると表示されるメモにも注意する。

１．全般的事項

※上記の規則を守れない事情がある場合には、JABEEに相談する。
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プログラム点検書・審査報告書の記入上の注意(2/10)

• 審査チーム報告書以降の判定が、プログラム点検書（実地審査後）と
は異なる判定に変更される場合（特に悪化する場合）には、当該の変
更と理由を当該審査項目の指摘事項欄に記入する。

• 審査チーム報告書には、分野別審査委員会の審議のために、当該の
変更と理由を簡潔かつ要点を漏らさず記入する。

（例）

プログラム点検書（実地審査後）の判定を変更する場合には、
指摘事項の最後に当該の変更と理由を記入する。
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プログラム点検書・審査報告書の記入上の注意(3/10)

• 異議申立書や改善報告書が提出された場合には、判定を変更しない
場合も含めて、処置の内容と理由を指摘事項欄に記入する。

（例）

判定に反映させるためには、計画が示されただけでは
不十分で、処置を実施済みであることが必要である。

改善処置の効果が修了生へ及ぶかどうかを考慮する。

異議申立書や改善報告書が提出された場合には、
指摘事項の最後に処置の内容と理由を記入する。
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プログラム点検書・審査報告書の記入上の注意(4/10)

• 根拠欄や指摘事項欄に記入する内容は、審査項目（点検項目）の要求
事項と整合させる。また、他の審査項目に対応する内容を記入しない。

（例1）

（例2）

この審査項目の要求事項ではない

開示を求めているが、
周知を求めていない
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プログラム点検書・審査報告書の記入上の注意(5/10)

• 指摘事項欄の内容は、プログラム運営組織が問題点や要改善点を
理解できるように具体的に記述する。

（例）

修正例

例：しかしながら、各委員会の活動において～が必ず
しも十分ではないため一層の改善が望まれる。

何を改善すればよいのか分からない
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• 中間審査の場合には、審査項目を見落とさず、審査項目以外の審査をしない
ように注意する。前回の判定結果や指摘事項は、必ず前回の「審査結果」（最終
審査報告書）に基づいて記載する。（誤ってプログラム点検書（実地審査後）が
自己点検書に添付されることがあるので注意する。）

プログラム点検書・審査報告書の記入上の注意(6/10)

２．中間審査に関する事項

（例）

「審査項目と前回審査の結果」シートへ
記入した前回審査の結果に関して：

前回審査のW判定の項目が今回の
審査項目となる。

前回の審査結果は、メンバーページの審査チームのコミュニケーションボードにアップロードされている。
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• 中間審査（または再審査）の場合には、前回審査の指摘事項の要約を記
し（長文の場合には、適切に短縮する）、同指摘事項に対する改善の状況
を記述する。

• 前回審査の指摘事項と今回審査の確認結果を比較しやすいように、「前
回指摘事項」や「今回審査結果」のような見出しを付け、段落を分けて記
述する。

プログラム点検書・審査報告書の記入上の注意(7/10)

（例）
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中間審査は前回審査の指摘事項に対する「回答」のみを審査するも
のではなく、該当する審査項目（前回審査のＷ判定の点検項目）のす
べての内容について行う。その際、前回審査の「指摘事項」の内容に
特に留意する。 

プログラム点検書・審査報告書の記入上の注意(8/10)

（例）

前回審査の指摘部分は審査
項目の内容の一部だが →

→中間審査では、本例のように、当該
審査項目の全体について審査する
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プログラム点検書・審査報告書の記入上の注意(9/10)

中間審査では、プログラム運営組織から希望があった場合に限り、
審査項目ではない点検項目についても審査を実施する（ただし、判
定は記入しない）。 この項目を「参考項目」と呼び、審査項目とは区
別する必要があるため、当該点検項目の「根拠」および「指摘事項」欄
の最初の行に「参考項目」と明記する。

判定は記入しない
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中間審査における点検大項目の記入方法
・「審査項目の今回審査結果」と「審査項目以外の前回審査結果」のうちの最も

低い判定に一致させる（＝今回審査結果の最も低い判定を記入する）。

・ 審査項目のない点検大項目の判定欄には、記入しない。

プログラム点検書・審査報告書の記入上の注意(10/10)

（例）

「審査項目の今回審査結果」と「審査
項目以外の前回審査結果」の最も低
い判定に一致させる（＝今回審査結
果の最も低い判定に一致する）。

審査項目のない点検大項目は
記入しない。
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IV. 審査に臨むにあたって



© JABEE 2006-2025 58

審査に臨むにあたって（1/2）

• （特に主審査員は）できることはすべて事前に行っておく。

• 当該年度の「認定基準の解説」、「認定・審査の手順と方法」、
「自己点検書作成の手引き」および「審査の手引き」を熟読する。

• 十分な時間をかけて自己点検書を読み、事前の質問事項を整
理し、必要であれば補足資料の提供を依頼する。

• 実地審査（特に訪問調査）は、時間が限られているので、予め決
めていた事項の確認・点検・面談しかできないと思う方がよい。
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審査に臨むにあたって（2/2）

• 書面での連絡は真意が誤解なく伝わらない恐れもあるため、記述
には十分注意する。
（感情的なやりとりや議論のすれ違いは双方にとって不幸となる。）

• 審査チームは、当該プログラムの認定基準への適合性を調査する
ことにより『当該プログラムの改善を支援する』立場であることに
留意する必要がある。
（受審校には、基準の点検項目への適合性や同適合性にかかわる
問題について言及するが、個人的な持論を押し付けない。）

• 上述の観点を理解し、問題点の発見のみに終始せず、推奨すべき
長所の発見にも意を尽くす。
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プログラム点検書・審査報告書
終

必ず当該年度の情報をJABEEウェブ
サイトの「認定・審査」ページから！

審査員による審査や審査研修員としての参加の際には、
必ず当該年度の審査用の文書や様式などを使用してください。

https://jabee.org
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